
防災キャンプ
宝塚23万人の防災キャンプ実行委員会



宝塚23万人の防災キャンプ ３分動画



防災キャンプがスタートしたきっかけ

・発起人は宝塚商工会議所青年部

「花火が中止されたいま、子どもたちの思い出として、

地域で取り組めるイベントは無いか？」

・都道府県の教育委員会を中心に過去5年間（当時）で

全国延べ58回開催されていた防災キャンプに注目

（3）学校・地域を避難所と想定した防災キャンプ：文部科学省
(mext.go.jp)



各地の防災キャンプ



防災キャンプの目的・意義

１）避難所生活を体験することで、子ども（家族）が非常時に

自分で自分の命を守れるように、楽しく防災意識を高める

機会を提供する。

２）避難所運営の現実的な問題点を共有する。

・宝塚23万人の防災キャンプ実行委員会

宝塚商工会議所青年部、宝塚青年会議所、エフエム宝塚

宝塚市社会福祉協議会、コープこうべ、宝塚市民の有志



防災キャンプのメリット

・日頃の防災訓練に来ない家族層の参加がある

・避難所体験（運営側と避難側）が出来る

※避難所がどれだけ日常生活に適していないかが実感できる

・費用負担が少ない（受益者負担と協賛金）

・楽しく防災意識を高められる



防災キャンプ実現までの壁

１）会場の選定（管理責任者の許可）

２）事業計画の立案（スケジューリング）

※例年の事業をクリアするだけで手一杯



実行委員会の役割と思い

・取り組んでみたいが、何をどうやって進めれば良いか

分からない主催団体を実務面でサポート

・避難所体験を通じて防災に関する意識を高め、そこで得られた

経験を市内の学校や自治会等、市内全域に伝えていきたい。

災害時に何より大切なものは「人と人との繋がり」。

宝塚での暮らしを、心通う会話があふれ、お互いを思いやれる

仲間が集まるまちにしたいです。


